
35.小谷城清水谷

発掘調査概報

滋災保軒先刻哨湖北町議:五に位鐙する小谷山詰茶答

lこ、農業用水の水路が敷設されるよとになり、路線部

分にあたる帽 3m、長さ 150m について、 ßl3病]53~7 

月末よ り8月にかけて絢主主を実施した.

小谷械は、中世戦国時代の予菟主の動乱期・大永凶

年(1524)浅井亮政によって築城され、久政 ・長政の

3代にわたり、治1I北に新を唱えた拠点となった.しか

し、元危元年(1570)浅井 ・朝合連合怒と織田 ・徳川

進会涯との問に起った姉川の合戦により浅井 ・朝倉i選

会jfHtf&れ、 t支弁長政{立ノl、谷械に立てこもった。その

3年後、夫正元年(1573)ついに織自信長の攻聖書によ

っ小谷械は孫城し、浅井長政は自刃した。

小谷城跡については、昭和45年よリ 6ヶ年間にわた

り、主聖書部分について環境鎖倒記長撲が災施され、本丸

跡、大広間跡、桜馬場下段、本丸下新車H等のi立械が磁

JA.された.ぞれによると、礎石は1.91mの問踊でなら

べられていた。建物跡等からは 1片の瓦も出土せず、

杉皮 ・楠皮もしくは板議であったろうと推定され主.

出土品には、策・明銭、土師若手lU1、円鋭、大太万周切

羽、石臼、侃、陶磁署器類などが出土し、小谷城の主要

部分の建物の位置 ・形状等がほぼ明らかにされ、 ζの

昔日分のみが史跡指定になゥている.

今回調査を実施した消水谷は、この馬蹄形に迎なる

小谷山の中央官官に位越し、三方は山に閉まれ南側を関

口した谷である.ここにわずかな平鍾地を形成してお

り、現在このJ也の所々に土塩や土塁状織り上りを多〈

観察することができ、小谷城の館がいとなまれていた

小谷山会景 (精力、ら)

ことを物館っている.清水谷は名のごとく-m・に清水が

こんこんと湧き出ており、続伎に;gしていたといえよ

う。反筒、この湧水も時には氾H笠をおこしたとみえ、

翻査の給采氾滋による地税熔を1iiElWした.館等はこの

I断資府のよに械築され、その後も氾滋に巡っている。

遺嫡

御屋理主跡といわれるところより南 195mにある工事

用枕P1をO点とし、南北に縦-u-する林道にそってト

レンチを設定したのであるが、当量産地付近1;1昭和49年

のi匂l場幹線工事の排土場として利用されて|日地形を保

っておらず、まず|白地形復元作業より始めた。その結

果、地形は、 l日形をとどめないところが数か所認めら

れた。

その中において新しく発見されたiil械は、鐙地j智1

か所、焼土8か所、構4条等である。

〈益地層>P 1より 57m-68mの11mの問に、やや

粘牲をおぴたlls'yt禍色細砂R習を検出した。表商li平坦

調査前の状況(爾から)
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に泣く、国くたたきしめられた状態で、他の砂喫脳と

際立ヮた違いを認めることができ 、この庖よ I}俊土や

炭化物、土作lill器、陶磁骨量害事を検出した ζ とから事在地層

と判断した.警告地層は東側に奇襲を少し含み南側へゆる

やかに傾斜し、ーたん構 (S0 2)によって切られ、

また 0.3mつづき、その先はt巴2誌により大きく自1)られ

ている。さらに中央付近も鴻 (S0 1) 1':よって切断

されている。この型在地層l立、 l暗偽色砂礁周の上に摩さ

0.5mの臣官'褐色枯質土を4設さ型産地している.この日音補

色粘質土層からは、1'i'銅製品、土防総皿、陶務片など

が出土した.

〈幾土SX1~3> Pl より衛53m に SX しその

術 4mlこSX2、その南 4.5mにSX3がある。この

うち SX2とSX3が型基地1習内にある。 SX 11ま0.6

01 X 0.701の大きさで砂草壁内にあり、中央部分が黄色

の悶いかたまりでその周簡は淡赤補色を呈する。 SX

2 11 ffl円形を呈し1.901XO.801を倒'1')、北半がき草地層

内にある.北側 3分の 1Iま賞色で、その他iま淡務術色

を~する.焼土層のj享さは 10cmほどで、下部iは聖書が多

い。 SX3は畿地j智内にあり0.501XO.7mを柳川、会

体焚色を皐しよく焼けている。その衛{閣に赤鰯色焼ニヒ

片の拡がりをみる.焼1ニの厚き 1110cmをi!lIl'J、円形に

近い。南側へ拡がる赤繍色焼土片に11、炭、灰、賞色

焼土片、土r.;~~~lIß.、陶磁総が含まれており、この拡が

りは SD2 までみることができる。北側IJへは~t土の拡

がりをみない。

〈幾土SX4~8> Plより南35m付近に SX4・

5・6が、 43m付近{こ SX7・8がある.ともに以前

の水路工事等により後乱をうけ断簡にのみ偲められた.

銚土の厚きはともに約10聞を測リ 、線高 118mと同じ

くするところから、一巡のものとみられる.焼土11赤

鰯色を愛し、中に炭化物が含まれ飽くしまっていた。

SX7 より古銭 l 倒が出土した。確~できた銚土の拡

が1)は 150m'を測る。

<S 0 1 >主基地!替のほぼ中央を東西に延びる瀞であ

る。府苦11の広いU字形を塁し幅0.6m-1.0m、採さ0.3

mをft¥IJる.織はS在地腐を切り込んでおり、底部及び府

部に炭化物の混入した層が地獄していた.主に小理署、

約l砂の忠之j習である。

< S 0 2 >後地!替の南!日1Iを東西に延ぴる織である。

底部は平盤、側喰{立護政治、少しオーバーハングしてい

る。帽0.6m、深さO.5mを測る.主に淡総色砂磯月普及

び砂屈が土佐似し、特に子供の頭大の撲が多い.構内か

らは陶緑片が出土した.人工的な溝、すなわち略渠の

可能性が強い。

<SD3>Plょっ南94m-131 m にある泌で、 94

m部分では来沼にのび、 1111'90皮鹿山 し南下する。偶

1.6m、深さO.2-0.4mと浅い。一二の構{主、倫色砂礁

熔を切 1)込んでおり、構内から多数のF句者if片の出土を

。開.
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整地層平宙実測図
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整地層(渇から、手前の溝がS02)

SD3 (北から)→

みた。憾の南限については、 SD4や後i!!:のj党首しのた

め消滅し磁践することはできなかった。

<504> Plより南 123m地点、において SD3を

東西に切断し、|臼表土直下にあって、思E土に粘質土}曹、

腐純土居がみられ、現在もi勇水が流れている.新しい

鴻である.

遺物

本調査に必いて豊在地層、焼土、溝、氾援跡より、背

銅製品、古銭、土師器、陶滋器等が出ニヒした。瓦類の

出土li皆無であった。

〈陶器〉 箆 ・袋 ・鉢 ・語辞類の破片が多数出土した。

これらは総前線、瀬戸線あるいは、信否決ま慢の製品と考

えられるものもある。剥l片のため会体の線形を把援す

ることはできないが、総体的に焼成は良〈赤褐色に焼

きしまっている。指鉢の中には須n!.~で灰色のものや、

赤禍色め焼きの甘いものがある。指り目lま4条のもの

と7粂のものがある.出土した陶器li全体に厚い作リ

である。

〈磁器量〉 椀 'llilの網UJtが出土した。これらは中国製

品と恩われ、背磁には椀の外商に鎖文を秘下に/jffiし、

見込みに草花僚の文織の一部をみる(1).また、階級色

の背儲f訟を施すものもある(2)。染イ寸の茶境の制1I片ら数

点出土した。その他、天目茶場片がZ片出土した。美

泌総の製品と忽われる。

〈土師器〉 すべてが雌片で、車産地府内から出土した.

完形品はな〈総l片が50数片出土した。口径は 8-130m 

を測り、ロ縁部内外蔚をなでるむのや、内面のみをな

でるものがある。明翁色を呈する.7111や灯の芯のよう

な依跡は認められなかった。(3 -5 ) 

〈省銀製品〉 銑(杯か、 7)と装飾品の一部と思わ

れるもの (6)と不明片 2点とが出土した.鋭l立金銅製

6もで部分的に金メッキを残す。口径は 8.40問、銭高は

3.4cmを測リ、断面台形のi寝台がイすく。荷台i主体苦!Iと

別々に作られ、体部内前中央に被絞のための践の丸い

傾 2.20mのものがあっ、iiJiには頂部より 17条の波状文

が裾広がりに泌されている.ロ綾部は丸暗転をもちなが

ら端部にいたり立ち上る。底部より口繰端部まで 5方

へ鋪文状の文織が施され輪花状になる。このことから

内預中央の頭の丸いものは髭て"はないかと思われる。

もう 1つの習銅製品は、器商 3.2cm、最大幅20mをiW)

')、上部につり下げるための小穴が若手たれている.下

部は14粂の鋸歯状の文械が施されている。

〈古銭〉 古銭はPlより南50m-70mの聞において

散発的に 4個が出土した。そのうち、判続可能なもの

は1倒で北宋の「盆来通宝Jである。他{ま判2克歪維な

rj(;口口宝」や、腐食や摩滅て'判読て'きないものであ

る.な1玉、環境慾備事業時において「関元通宝J r妓

元徳宝j r皐宋通宝j r嘉待通宝J r治平元宝J r元

盟jffi玄J r洪武通宝J r永楽通草」等が出土している.

く石製品>JJll.か盤の破片で、立ち上リは 0.7cmを測

') .内而1;1:平滑でていねいに澗繋されている。品い炭

化物状のものが簿〈付約する。砂岩伎で淡禍灰色を呈

する.

まとめ

今回の割安においては、 トレンチ測量をのため荷i的な

ift排検出はできず、しかも後世・の撹乱、 ma誌等のため

巡胤の残存状況は非常・に怒〈、遺存するi盤織において

も不明なものが多かった。ただ、 SD3については、

海が谷にほぽ平行するようにのぴさらに直角に胤臨す
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るところから、人工的な潟とJ与えられる.昭初13王手引j

r滋賀県史..."売総公.:1l!i 7情の袋測図と照会してみ

ると、同位置にu物をとリま<:tr.¥と溶状の帰途物が

図示さJlている.また、構内から多数の掬1I~片が出土.....・，
するニとから、ニのmを也物をとリま<~穏とみてよ

い.強物Ii.E理:任地のすぐ西伺にあると推定さ tlる.

!A.I&層については、大半がm法のため朗平さ tl.ている

ため総悦を織隠することはできなかったが、次官百が翻

くたたきしめられ波土 (Sx 3、炉か)の干'((rからえ

問状なものと忽われる.遺物については.大半が綿片

のため鮮細なI!I.QI;t.問阪ではあったが、 io町時代後期

の様相を呈している.また、!也の時代のiI物の出土を

みないところから、本開査にJ;いて事噴出したi賞事情I!、

阪国時代浅井氏同銀の所J!iとしてよいであろう.しか

し、今回の関盆では、館のmt史、名称略を匁lる資本専の

倹出はできなかったo (5Ut泰樹)

清水谷御屋敷勝実測図(昭和13年明IJr滋賀県史.調査報告』第 7冊より)
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小谷滅清水谷出土渇物
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て二l二万 曲

小谷線清水谷出土遭物実測函(1・2磁著書、 3-5土師様、 6・7青銅似品)
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